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研究成果の概要（和文）：福島県では、福島第一原子力発電所事故後、小児を対象とした甲状腺超音波検査が行
われている。この検査では、約半数の小児で小さな結節やのう胞が認められているが、小児における甲状腺所見
の頻度についての報告はないため、日本人一般における甲状腺超音波検査を行った。
その結果、対象者の約半数に甲状腺のう胞が認められ、結節は0.7％にみられ、福島県と同様の頻度であった。
成人での調査では、これより多い頻度で結節を認めた。甲状腺を4年間観察したところ、大半の小児でのう胞の
有無や大きさが変化することがわかった。

研究成果の概要（英文）：After the accident of Fukushima Nuclear Power Plant, thyroid ultrasound 
examination of children is conducted in Fukushima Prefecture. In this screening, small thyroid cysts
 are detected in approximately half of these children. On the other hand, there are few report about
 the prevalence of thyroid nodules or cysts in Japanese children. In this study, we conduct thyroid 
ultrasound examination in Japanese residents.
As the results, small thyroid cysts are detected in approximately half and small thyroid nodules are
 detected in 0.7% of the subjects. Each prevalence was same as that of Fukushima. The prevalence of 
nodules detected in adults was higher than children. The finding or thyroid cysts in children was 
changed during our four years follow up survey.

研究分野： 甲状腺疫学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
東日本大震災に伴い福島で発生した福島

第一原子力発電所事故では、事後直後に放射
性ヨウ素が環境中に放出され、これによる内
部被ばくが小児甲状腺に与える影響が懸念
されている。福島県ではすでに県内の小児に
対する甲状腺検診が開始され、数年に一度の
経過観察を行うことになっている。この検診
では、約 35％の住民から 5mm 以下の結節ま
たは 20mm 以下ののう胞が指摘されている。
チェルノブイリ原発事故では、小児甲状腺が
んの増加が確認されたのは事故から 5年後の
ことであり、このことから考えても現時点で
の福島県の小児甲状腺超音波検査の所見が
放射線による影響とは考え難い。しかし一方
で、一般の小児における甲状腺疾患の頻度や
その経過についてはほとんど明らかになっ
ていないため、小結節やのう胞の取り扱いに
ついて不安が広がっている。さらに、福島に
おける甲状腺検査では 2~5 年ごとの経過観
察を行うこととなっているが、その間隔につ
いても保護者から不安の声が聞かれている。 

 
２．研究の目的 
日本人一般小児における甲状腺超音波検

査の有所見率とその転帰を明らかにするた
め、日本における小児～学童の甲状腺所見を
調査し、フォローアップを行うことで、福島
県における今後の小児の甲状腺検診の参照
とする。同時に、福島県の小児での所見の変
化を毎年調査し、検診の間隔の妥当性を評価
する。 
さらに、一般成人における甲状腺超音波検

査の有所見率をも調査し、福島の小児が成人
した際の甲状腺検診結果の参考とすること
を目的とする。 

 
３．研究の方法 
 研究に先立ち、長崎大学医歯薬学総合研究
科において倫理委員会の承認を得る。 
具体的な研究計画として、長崎大学が併設

する幼稚園・小学校・中学校に通園・通学す
る対象者の保護者に対して、文書で研究に関
する説明を行い、インフォームドコンセント
を得る。福島県の調査でも、同様に対象者の
保護者に対して、文書で研究に関する説明を
行い、インフォームドコンセントを得る。保
護者より同意が得られた対象者において、甲
状腺のスクリーニング、具体的には甲状腺超
音波検査を行う。得られた超音波画像は必要
に応じて動画を含めたデータとして保存し、
のちの所見・診断の検討に供する。臨床上有
意と考えられる甲状腺異常が疑われた場合
には、適切な医療機関への紹介を行い、確定
診断の情報を得る。さらに、各対象者におい
てフォローアップ調査を行い、甲状腺所見の
変化を観察する。以上によって認められた小
児甲状腺超音波検査の有所見率を統計学的
に解析し、一般の小児における甲状腺の所見
とその変化について評価する。 

（1）対象者の選定：対象者は附属幼稚園園
児・約 140 名、附属小学校児童・約 600 名、
附属中学校生徒・約 420名の計 1,160 名程度。
福島県調査では、ある地域の小児50名程度。
成人での評価として、長崎県の一般成人
2,000 名程度を対象とする。 
（2）対象者の検査及びデータ収集：ポータ
ブル式の超音波検査装置を用いて各対象施
設を訪問し、数日間に分けて学級ごとに甲状
腺超音波検査を行う。一日の調査対象者は最
大で 100～150 名とする。甲状腺の超音波検
査は福島県における甲状腺検査と同様の要
領（福島モデル）で行い、静止画像および必
要に応じて血流や動画を含めた画像の保存
を行う。同時に甲状腺のサイズ計測を行う。
疑わしい所見については、保存した画像・動
画を複数の研究者によって再検討し、所見を
確定する。さらに、各対象者において身長・
体重を調査・測定する。 
（3）甲状腺異常所見の取り扱い：甲状腺に
異常が疑われた場合には、希望に応じて医療
機関へ紹介し、精査を行う。 
（4）精査を受けた場合のフォローアップ調
査を行う。 
（5）同様の方法で福島県の小児においても
年 1 回、4 年間の甲状腺超音波検査によるフ
ォローアップを行う。新たに甲状腺に異常が
疑われた場合には、希望に応じて医療機関へ
紹介し、精査を受けた場合は最終的な診断結
果についての情報を得る。4 年間の超音波画
像所見を詳細に検討し、対象者における経時
的な甲状腺所見の評価を行う。 
（6）成人での評価として、長崎県の一般成
人において、動脈硬化検診における頸部超音
波検査時に発見される甲状腺の所見を調査
する。 
（7）疫学的評価：以上の結果を踏まえて、
小児における甲状腺超音波検査の有所見率
を検討する。さらに、所見の経時的な変化を
検討し、小児における甲状腺所見の取り扱い
について評価する。 
 
４．研究成果 
小児有所見率の調査として、3～18 歳の対

象者の保護者に対して、文書によるインフォ
ームドコンセントを行い、同意が得られた児
童生徒は 1,369 人であった（表 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 1 小児対象者 

 
結果、42.5％に甲状腺のう胞が認められ、



そのうち5mm以下のものが全対象者の39.1％、
5mm を超えるものが 3.4％であった。 
さらに、結節は調査対象者の 0.6％（8人）

にみられ、5mm 以下は全対象者の 0.1％、5mm
を超えるものは 0.6％であった（表 2,3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 2 判定結果 

 
 
 
 
 

 
表 3 結節・のう胞のサイズ別頻度 

 
のう胞、結節のいずれにおいても、有所見

率の割合は福島と比較して同等であり、有意
差は認められなかった（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 長崎と福島の比較 

 
結節症例の転帰についてさらに調査を行

ったところ、経過が明らかであったものは 5
例（結節症例の 62.5%）であり、3 例は転帰
不明もしくは調査への同意が得られなかっ
た。結節症例のうち、精密検査の結果、のう
胞と診断された症例が 2 例（25%）あり、う
ち 1 例は経過観察中にのう胞消失、さらに 1
例はのう胞のサイズ縮小を認め、いずれも経
過観察は終了となった。さらに 2例は良性腫
瘍の診断であり、サイズの変化なく経過観察
されている。今回、1 例が悪性疑いであり、
小児において悪性が疑われる割合は全体の
0.07%であることが明らかとなった。この結
果から、のう胞は短期間に変化する所見であ
り、一定の割合で悪性疑いが認められること
が示唆された。 
一方、福島県で甲状腺検査を受けた小児の

経年変化の調査では、48 名で 4年間の追跡が
可能であった。この結果、観察期間を通して
所見が変わらなかった小児は 43.8％であり、
半数以上の小児で期間内にのう胞が消失し
たり出現したりするなどの変化が見られる

ことが明らかとなった。 
しかし、観察期間中に新たに二次検査が必

要となった対象者は、今回は認められず、経
過観察の頻度としては、福島県における現在
の甲状腺検査の間隔で十分であると考えら
れる。 
さらに、成人における調査では、検診を受

診し、動脈硬化検診を受けた 40-74 歳の成人
1,912 名を対象として頚部超音波検査による
甲状腺スクリーニングを行い、解析を行った
（表 4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 4 成人対象者 

 
本調査の結果、成人においても、32.9％で

のう胞を、19.7％で結節を認めた（表 5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 5 成人での所見頻度 

 
結節を認めた対象者のうち、85％が小児甲

状腺調査のＢ判定に相当する5㎜以上であっ
た（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 成人で検出された結節のサイズ 

 
福島県民健康調査の小児の結果と比較す

ると、成人は嚢胞の頻度は低いが、結節の頻
度が高くなっていた（図 3a,3b）。 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3a 小児との比較（のう胞） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3ｂ 小児との比較（結節） 

 
本研究の結果、現在福島県で行われている

甲状腺検査の結果が、福島県に特異的なもの
ではなく、他地域の小児と同様であり、また、
これまで甲状腺スクリーニングを受けてい
ない成人よりも結節頻度は低いことが明ら
かとなった。福島県では小児において甲状腺
スクリーニングが行われており、今後、対象
者が成人となった際の所見頻度は、今回の調
査より低くなる可能性はあるが、成人での結
節頻度が小児よりも高いことを考慮すると、
成人になった後に有所見化する結節も少な
からずあるものと思われる。 
また、小児の甲状腺においては、のう胞の

所見は短期間に変化することが多く、その一
方で、短期間での要精査者の出現頻度は低く、
検査間隔の長短には影響を受けないと考え
られることから、現在福島県で行われている
甲状腺検査の間隔には問題がないと考えら
れる。 
日本における一般住民に対する甲状超音

波を用いたスクリーニング検査の報告は少
ないため、今回の研究結果は日本人の一般小
児及び成人の甲状腺超音波所見の頻度を知
るうえで有用であると思われる。 
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